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議論の進む次期学習指導要領の主体的・対話的で深い学びは，現行学習指導要領の言語活動の考えを継

承発展させたものである。いずれも生徒の能動的，協同的学習活動を重視している。これからの社会で

活躍するために必要な資質・能力を身につけるには，能動的，協同的学習活動を通じた学びが必要にな

るからである。授業実践に求められるのは，そのような学習活動を充実させる具体的手立てである。こ

の具体的手立てとして思考ツールに注目している。本稿では，思考ツールを活用した授業実践と，その

実践を考察することで明らかになった成果と今後の課題について論じる。

1 . はじめに
現行学習指導要領は，言語活動を通じて思考カ・判

断カ・表現力等の育成を図ることとしている。現在議

論が進められている次期学習指導要領における，主体

的・対話的で深い学びは，この言語活動の考えを継承

発展させるものである（文部科学省 2016)。生徒同士

で協同しながら能動的に学ぶことを重視するのは，こ

れからの社会で活躍する資質・ 能力として，教科独自

の「知識・ 技能」に加え，「思考力・ 判断カ・表現力等」

や「学びに向かうカ・人間性等」（同前）が必要だと考

えられているからである。

勤務校である広島大学附属福山中・高等学校は，ス

ーパーグローバルハイスクールとしての実践を通じて，

グローバルリーダー・地方創生リーダーの育成をめざ

している。そして，このような人物に求められる資質

・能力として，クリティカルシンキングや協同を通じ

た問題解決力など，五つのものをあげている（広島大

学附属福山中・高等学校2016, p.1)。

国語の授業の主たる教材は教科書である。本来，育

成を目指す資質・ 能力や授業方法が明確なら，それに

有効適切な教材作りが行われるべきである。一方で，

教科書教材は，先行実践や先行研究が豊富なこともあ

り，安定した授業作り，深く考えさせる授業作りにつ

ながる。

私は，先行実践や先行研究の蓄積豊かな教科書教材

を用いて，これからの社会で活躍するために必要な資

質・能力の育成を図りたいと考えている。そこで必要

になるのが，「どのように学ぶか」（文部科学省 2016)

に関する授業者の工夫である。従来，このような授業

者の工夫は「あの学校の，あの先生が，あの生徒に向

けて～」と，授業者固有のものと考えられがちであっ

た。しかし，言語活動実践が広く行われている現在，

そのような工夫は広く共有される必要がある。共有可

能な言語活動の具体的手立てが求められる。

そのような具体的手立てとして，思考ツール（注 1)

に注目している。本稿では，今年度思考ツールを用い

た授業実践について報告し，実践を考察することで明

らかになった成果と今後の課題について論じる。

2 思考ツールと言語活動
(1)思考ツールとその特長

思考ツールが教育界で注目され始めたのは，思考力

の育成をめざす言語活動を支えるツールとして有効だ

からである。滋賀大学教育学部附属中学校などが， -

の点からの実践研究を重ねている（注2)。

思考ツールとは「考え方の基本となる「型」を，

目で見えるように視覚化したシート」（山本2015,p.1) 

である。図に従って自分の考えを記入することが，あ

る型に従って考えることにつながる。

思考の型には多くのものがある。田村• 黒上 2013は

多面的に見る，順序立てる，焦点化する，比較する，

分類する，変化をとらえる，関係付ける，関連付ける，

変換する，理由付ける，見通す，抽象化する，具体化

する，応用する，推論する，広げてみる，構造化する，

要約する，評価するの 19の思考の型を示している

(pp.20-25)。思考ツールの活用は，これらの型を身に

つけることにつながる（注 3)。

思考ツールの大きな特長は，この思考の型を身につ

けられることにあるが，その他にも特長がある。田村

• 黒上 2014と山本 2015は，次のような特長をあげて

しヽる。

・アフォーダンス…図形が教えてくれるとおりに，ア

イディアを書き込んでいける。形が行為を示唆して

くれる。

・アイディアをものとして可視化する…アイディアを
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